
平成２４年１1 月１日号 第２４号 

             

         発行者 (有)津口ファーム鶏卵部 

 

鶏の供養 
今年も近所のお寺さん

法泉坊様をお迎えし、

従事者が一同に集まり

鶏の供養をしました。

例年１１月に行います

がよく寒い日に当たる

のに、今年は穏やかな

日和の中、拝むことが

できました。毎日毎日、

人の健康の源として食

べるたまごを産んでく

れているにわとりさん

達に感謝の念を持って

拝みました。貴重なた

まごを大切に取り扱っ

て新鮮なおいしいたま

ごを食卓にお届けできるよう努めて参ります。       

  

＜毎月０５日は、たまごの日です＞ 

  ひろしまフードフェスティバル開催 

 

 食欲の秋、「地産地消」をテーマに、広島県内の海の

幸、山の幸など名産特産物を一堂に集めた食の祭典が今

年は１０月２７日・２８日に広島城周辺で行われました。 

 

私たちは、２８日の日曜日を担当しました。昨夜から

の雨が心配でしたが、販売のメンバーの中に「自分は

晴れ男」と自称する者がいまして彼の言った通り良い

天気になりました。人出も多く、沢山たまご商品を持

って行ったつもりでしたが、４時には完売することが

出来ました。 

 

コスモス卵６個入ラベルリニューアル 

 

ＦＦＣ活用たまご

「コスモス卵」６

個入パックのラベ

ルをリニューアル

致しました。美味

しさ感を表現した

ラベルとなりまし

た。 

 

 

 

【編集後記】  

暑い暑いと言っていたのに気が付けばもう暖房器に

お世話になっている季節になりました。世羅の山々の

黄葉も一段と色鮮やかになっています。 

Ｊリーグ(日本のサッカー)も大詰めを迎え、サンフレ

ッチェ広島も優勝という２文字が見え始めています。 

津口ファームもサポートショップとして登録してい  

るので優勝したら優勝記念セールをすればいいなと

思っている筆者です。 



平成２５年１月８日号 第２５号 

             

         発行者 (有)津口ファーム鶏卵部 

 

新年あけましておめでとうございます。 

本年もよろしくお願い申し上げます。 

 

今年の元旦の朝は、うっすらと積雪をした程度でした。

日中は穏やかな日和で今年が始まりました。 

畜産業は、年中無休の仕事です。今年最初の仕事に就

く前に出勤してきた時に撮った写真です。 

今年のスタートは、この先発メンバーで始まりました。 

 

農場入口で見た２０１３年の初日                 

   

 

【編集室から】 

   

あけましておめでとうございます。 

 

 気まぐれ通信は、その名のごとく気の向いたときに発

行するものと決めております。編集室は、気まぐれ通信

を書いているときだけ存在するのです。とはいえ今年は

できるだけ発行していこうと思っておりますのでよろし

くお願い致します。 

お正月に「３秒で心に火をつける魔法の言葉」と言う

本を見ました。著者は、黒田クロ氏。上から読んでもく

ろだくろ、下からよんでもくろだくろさんの本でした。

著者曰く「人生の生き方を変えるという言葉がたくさん

載っています。」確かになるほどと共感する言葉がありま

した。大変読みやすい本でした。  

皆様にとって良い一年でありますようお祈り申し上げま

す。 



 

平成２５年 2 月 27 日号 第２６号  

       発行者 (有)津口ファーム鶏卵部 

 

春を告げる「ひなまつり」  

寒い冬が去って陽気のいい春が来ました。

今日あたりは、朝晩はまだ冷えますが、日中

はしのぎやすくなって山の木々は、新芽を出

す準備にかかろうとしています。３月３日は、

桃の節句。各地でおひなさまを飾った催しが

されています。広島県福山市鞆町でも今、ひ

な祭が開催中です。鞆の町内一円で江戸時代

の風情が残る商店や町屋に代々伝わるひな人

形が展示されています。吉本家ではコスモス

卵を販売させて頂いております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  たまごで作ったおひなさま 

 たまごの殻に装飾をしておひなさまをつくりまし

た。 

たまごの鈍端と鋭端に小さな穴をあけて上からスト

ローで拭いて黄身と白身を器に取ります。 

中味を取り除いたら一度中を洗って乾燥させた後色

紙や毛糸で飾り付けをします。簡単ですから是非、

皆さまもお人形さんを作ってみてはいかがでしょう

か。 

もちろん器に取った黄身と白身は、卵焼きにしてお

いしくいただきました。 

  【編集後記】 

   今年に入り気まぐれ通信の発行が２回目です。    

なかなかいいペースですが一年間このペースを

続けるよう努力します！ 

大好きなスポーツ観戦、「カープ」と「サンフレッ

チェ」が始まります！ がんばれ！広島スポー

ツ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２５年 3 月 30 日号 第２７号     

発行者 (有)津口ファーム鶏卵部 

 

桜の季節となりました。 

農場の桜の開花は、３月２９日でした。昨年は遅

くて４月１４日でしたので昨年より約２週間早く

咲きました。 

 
                        

標本木のつぼみが１個だけ花が咲いたのでは、開花宣言

とは言わないのだそうです。3 つ以上花をつければ開花宣

言が出せるそうです。ピンクのつぼみが膨らんでぱっと

咲く日がまもなくです。（写真は３月２９日撮影） 

 

私たちの仕事は、毎日鶏のお世話と集卵作業があります

ので従事者全員でどこかにお花見に行くことが難しいの

で毎年、農場の中の桜の下に即席のテーブルを作ってお

昼休みにみんなでお弁当を取っています。花よりだんご

の人もいますが、さくらは、いつまでも見ていてあきな

いですよね。 

 

写真は昨年の  

花見。 

 

 

 

 

図書館で本を探していたら「ゆで卵のまるかじり」

という本が目に飛び込んできた。なにが書いてあるの

かと思い借りてきました。 

中をみるとエッセイで色々なこだわりが書いてありま

した。その中で「茹で卵は正しく食べよう」の見出し 

があり、ゆで卵に正しい食べ方なんてあるの？ 

内容は、何も考えず

にいいかげんにパク

リパクリと食 べる

より、正しく食べる

とずっとおいしいし

ずっと楽しい。って

書いてある。最初の

一口目は、黄身を混

ぜないで白身だけを

食べる。２口目はど

う噛んでも必ず黄身

が含まれる。大体４

口で食べ終えるそう

だ。これが正しい食

べ方と思ったが、違

った。一口で丸ごと

パクリが最高においしいと書いてあった。全部食べる

のに１分はかかることを覚悟しておこう・・・・。 

皆様も是非挑戦してみて下さい。むせないで下さいよ。 

Ｓ玉のこだまちゃんなら丁度いいかもしれませんね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

 今年もプロ野球ペナントレースが開幕しました。広島

東洋カープの戦いで毎度一喜一憂する時期です。カープ

が何をしてくれるわけでもないのに何故こんなに熱くな

ってしまうのでしょうか。 



平成２５年４月２２日号 第２８号     

発行者 (有)津口ファーム鶏卵部 

 

ひろしま菓子博

２０１３開催中 

 
第２６回全国菓子大博覧会が、４月１９日～５月１２

日までの期間、旧広島市民球場跡地周辺で開催されて

います。この博覧会は、お菓子の歴史と文化を後世に

伝えるとともに、菓子業界の振興と開催地域の活性化

に役立てるため、ほぼ４年に１度、全国各地で開催さ 

れる日本最大の

お菓子の祭典で

す。第１回は、明

治４４年（１９１

１年）に東京で始

まり広島では大

正１0 年に現在の

原爆ドーム（その

当時は広島県立

商品陳列所）で開

催されて以来９２

年ぶりとのことで

す。 

全国のお菓子が、

各地域、県ごとに

ブースが設けられ 

お菓子製造メーカ

の商品が展示・販

売されています。 

 

お菓子のテーマ館では、全国の菓子職

人さんが巧みな技術でお菓子の芸術

品、工芸菓子がいっぱい見ることがで

きます。地元広島からは、シンボル展

示として世界文化遺産「厳島神社」の

社殿や大鳥居、海、管弦祭の様子をお

菓子で作っています。このテーマ館は

撮影禁止となっていましたので写真

をとることが出来ませんでしたが、テ

レビやニュースで見た方もおられる

と思います。たまごを使っ

たお菓子は、沢山あります。

たまごの消費促進のため

に、是非皆様もおいしいオ

リジナルなお菓子作りを

して頂いたり、食べて頂け

ればと思います。 

               熊本県のブース 

  

   菓子博のシンボルキャラクターの 

  かしなり君とスイーツ姫も会場で待っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日頃、当社のたまごを沢山ご利用頂いている和菓子

屋さんも 何軒か出品されておりました。 

 

お煎餅で作られた社 

 

 

 

 

 

 

長崎県といえばカス

テラ、卵黄の色で変わ

るのかカステラの色

が微妙に業者によっ

て違いがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

         平成２５年５月１３日号 第２９号 

       発行者 有限会社津口ファーム鶏卵部 

 

 

 

 

     詳しくは、楽天レシピオムレツ で検索 

 

６月２日はオムレツの日 
 

家族でオムレツを作ってケチャップでオムレツ

の上に絵や文字をかいてみよう！ 

楽しんだらおいしく食べましょう！ 

 

 

 

 

今年も大きなボタンが満開になりました。 

 

農場の入り口にボタンを植えています。毎年この時期

に咲いて出勤時出迎えてくれて、帰るときもお見送り

をしてくれています。美人が座っている姿の形容とし

て「座れば牡丹」とよく言われています。花言葉は、

調べてみると 

「王者の風格」「富貴」「恥じらい」「高貴」とありまし

た。 

 

カラーでなくて

ごめんなさい！ 

 

【編集後記】 

 あっという間に過ぎたゴールデンウィークでしたが皆

様充実したお休みがとれましたでしょうか。ここ世羅町

も観光農園に来場される車で普段見られないような車の

渋滞があり、大変にぎわっておりました。 



       平成２５年７月１日号 第 30 号 

       発行者 有限会社津口ファーム鶏卵部 

 

６月は、オムレツ月間でしたが、おいしい楽しいオムレ

ツを作られましたか？ 【楽天レシピオムレツ】で検索

すると６月２８日現在６，６００点もの「オムレツを作

ったよ」の写真付き投稿がよせられています。７月１日

まで応募期間がありましたが、本当に沢山のオムレツだ

けでも色々な料理の仕方があるのだあなと驚きました。 

応募は、もう締め切りとなりましたが、来年もきっと同

じ企画が予定されると思いますので、来年のために今か

ら素晴らしいオリジナルレシピをお考えください。 

 

早くもコスモスの花開花 

例年、６月に最初のコスモスが咲きます。今年は、

６月１５日に、開花１号がでました。農場の入り

口の一角に秋になるとコスモスが風に揺られなが

ら、私たちの出勤を迎えてくれます。今は、まだ

まだ背丈も伸びきっていません。これから夏にか

けて成長し、ピンク、白、赤の花を咲かしてくれ

るのが楽しみです。 

  

「タマゴが創る未来の食生活」 

 

  タマゴ研究会が第１回シンポジウム開く 

こんな文字が飛び込んできました。業界紙をみていた

ら５月２０日、東京大学農学部フードサイエンス棟中

島薫一記念ホールで開かれたとあります。 

冒頭のあいさつで東京大学大学院農学生命科学研究科

の古谷研科長様が「鶏卵は世界で６０００万トン消費

されている。いかに消費量が多いか、いかに重要かが

よくわかる。栄養バランスもいいし、物価の優等生で

もあり、卵の重要性は益々高まっていくだろう」とあ

った。 

 主催者のタマゴ研究会理事長の菅野道廣九州大学

名誉教授は、「タマゴは、栄養学的にも素晴らしい食

品だが、世の中の人に誤解されている一つがコレステ

ロールの問題である。世界の様々な研究によって、普

通の健康な人なら何ら問題がないことが証明されて

いる。日本でも学術的に中立でしかも高いレベルでの

組織をめざし、鶏卵の科学的議論と産業の発展に貢献

できるようタマゴ研究会を立ち上げた。  

まことに鶏卵産業に従事するものにとってありがたい

会であり、是非啓蒙して行ってもらいたい。 

なお、今回のシンポジウムでは、７人の先生方が、テ

ーマにそって講演をされていました。 

全てが、興味ある内容でしたが、内容は、機会があれ

ばまた、ご紹介しますが、ネットでも見れますので関

心のあるかたは、ご覧ください。そのいくつかのテー

マだけご紹介しますと 

「メタボリックシンドロームの病態と卵白タンパク質

の栄養学的意義」 

「鳥類多様性幹細胞を用いた鶏卵の低アレルゲン化」 

「卵白と乳酸発酵」 等です。 

 

【編集後記】 

梅雨入り宣言したと思ったら、晴天続きでしたが、その

後台風が発生し、渇水の心配があったこのあたりですが、

しっかり雨が降ってそれは、解消されました。 

この通信を書いている今は、梅雨空が続いています。 

次回の気まぐれ通信を発行するころは、おそらく真夏の

暑さに負けず汗を拭き拭き仕事をしていると思います。 

筆者は、度々編集後記で書かせてもらっていますのでご

存知の方もおられますが、野球は、カープ、サッカーは

サンフレッチェと地元愛好家であります。しかしながら、

野球は、巨人阪神に大差をつけられ、つらい思いをして

いる日が多いですが、サッカーの方は、昨年の王者らし

く頑張っています。チームの勝敗が、翌朝の気分を左右

している今日この頃です。 

カラーでなくてすみません。 



 

成２５年８月７日号 第 3１号 

       発行者 有限会社津口ファーム鶏卵部 

 

８月６日、今から６８年前広島に原爆が投下された日

である。ヒロシマの悲劇を二度とくりかえしてはなら

ないことを世界に宣言し平和への祈りをささげる日で

あります。 

真夏の太陽が照り続ける中で平和記念式典が行われ

「核兵器は絶対悪である」と広島市長の平和宣言の中

に盛り込まれていました。広島県民にとって日本人に

とって世界の人々にとっても平和に対する思いを新た

にする特別な日であります。 

さて、今日はもう立秋。と

は言え暑い日が続くところ

もあれば、ゲリラ豪雨で大

変な被害を受けられた地域

もあったりですが、皆さま

の地域ではいかがでしょう

か？ 

 

 

たまごの素晴らしさをお伝えし、一日たまごを２個食

べようという「たまご２個で、みんなニコニコ大作戦」

のイベントが全国を自転車でリレー形式でただ今走行

しております。たまごの正しい知識を啓蒙しておいし

くたまごを食べてもらおうと言う消費拡大が狙いです。 

 

発酵鶏糞の袋詰め機完成 
 

たまごを生産すれば、生産者にとって厄介な問題に鶏

糞があります。当社は、鶏糞を発酵させて堆肥として

ホームセンターなどに出荷しています。長年使用して

いた袋詰め機が老朽化したため新たに機械を入替えこ

の度稼働開始致しました。１時間に１５キロ詰めの袋

が、約２00～250 袋一人の手でできるようになりまし

た。有機肥料として稲作、野菜作りにご利用頂ければ

と思いますが、遠方の方には、送料の方が高くつきま

すので宅配は無理ですが、お近くにお住いの方には、

ご利用下さい。 

  

発酵鶏糞を１５キロ計量して封印された袋は、パレ

ットに自動で１０段積みしてくれるパレットタイザ

ーを設置。 

 

クラタグループ創業１１０

周年 
少し前になるのですが、私たちの関連会社であるク

ラタグループの創業１１０周年記念祝賀会が７月１

０日に尾道の西山別館で行われました。それにお呼

びがかかり私たち津口ファームのメンバーも参加さ

せてもらいました。クラタとは、飼料を供給しても

らっている窓口でもあります。いつもは、作業着が

似合うメンバ

ーですが、この

日は、いつもと

ちょっと違い

おしゃれをし

て参加しまし

た。 

 

【編集後記】 

お盆のお休みは？と聞かれ「ありません」と返事を

する今日この頃。働くことへの感謝の気持ちが複雑

に心の揺れを感じる時期でもあります。 

 



 

                       

平成２５年９月４日号 第 3２号 

        発行者 有限会社津口ファーム鶏卵部 

                                

猛暑の夏は、いつのまにやら過ぎ去り秋の長雨で始

まった９月。家の外では、秋の虫の声が聞こえてい

ます。 

秋といえば食欲の秋です。食べ物がおいしい季節に

なりました。ここ世羅は、梨の産地ですが、梨の観

光農園には休日になると大勢の人たちが、おいしい

取れたての梨を味わいに訪ねて来られにぎわってい

ます。 

 

フルーツ王国 

せら高原

夢まつり 
 

第１３回せら高原夢まつり

が 

９月２２日・２３日に夢公園周辺で開催されます。

旬の産品の直接販売や楽しいイベントが盛り沢山！ 

フレッシュ市場・屋台食べ歩き・体験教室・芸能発

表・ビンゴゲーム・もちつきなど様々な催しが企画

されていますので、お近くの方は、是非ご家族でお

越しください。私たちは、２２日に新鮮なたまごを

現地で販売する予定にしております。 

   

一昨年は、たまごの販売とたまごのつかみ取りをしました。  

 

バイオリニスト 

千住真理子さん

はたまご愛好

家！ 
「夏バテには、生卵だ。」という書き出しで日本経済新

聞の記事に掲載されていました。その記事の切り抜き

を紹介します。 

夏バテには、生卵だ。コップに２～３個割りいれかき

混ぜず、調味料もいれず丸のみだ。その日一日力尽き

ないし、食欲がなくてもつるりと飲みこんでしまえば

いい。そこまで言うと「映画ロッキーの影響か」とわ

かる。その通り、数年前、風邪をこじらせ倒れた時、

演奏会を休めずキツかった。もうろうとする意識の中

でロッキーのワンシーンが頭に浮かんだ。「これだ！」。

思い立ち、迷わず即実行した。まずは１個から試した。

意外とたやすく飲めたのを皮切りに３個４個と増やし

た。 （中略） 

時間のある時には、丸のみではなく卵ご飯にする。美

味しい生卵をしっかり味わえる。ほかほかのご飯をや

や多めに盛って卵 2 つ、更に納豆も加えてかき混ぜ、

海苔で包みながら食べるのが私流だ。喉ごし良く、栄

養もあり、満腹感も得られて食事時間も短縮できる。 

 演奏会で地方へ行く時は現地で調達する。地元自慢

の様々な美味しい卵に巡り合える機会にもなる。こん

なにもそれぞれの卵に味の違いがあるのかとつくづく

驚く。日本人が昔から生で食す習慣があるからか、日

本の卵は安心して生のまま頂ける。こんなに新鮮で美

味しい卵は、日本ならではないか。 

    （日経 8/16 夕刊 あすへの話題から抜粋） 

他の記事で読んだが、ステージでバイオリンを突っ立

ったまま演奏するのもかなり体力を消耗するそうだ。 

いい音色には、気力と体力が必要なんだとわかる。 

１１月８日に広島で演奏会が予定されていますが、で

きれば津口ファームの卵も食してもらえればと思って

います。 

【編集後記】 

 今日は、長そでで出勤。暑い夏も過ぎ去りこれから

は読書の秋、芸術の秋、スポーツの秋、そして食欲の

秋。食べ物もおいしい季節となれば、おなかいっぱい

食べたくなるのが性分です。先日健康診断を受けまし

たが、お腹周りを測定され、前回より 2 センチ膨らん

でいて驚き。たまたまですが、家人がこの日曜日、体

組成計を買ってきていました。 メタボからの脱却を

誓って運動をしよう 

と思う？だけかな？ いや頑張りますよ！ 



 

平成２５年９月２５日号 第 3３号 

       発行者 有限会社津口ファーム鶏卵部 

 

フルーツ王国 

せら高原まつり 

９月２２日・２３日の２日間、夢公園で開催されま

した。いい天気に恵まれ例年より多い人出がありま

した。秋の味覚の世羅梨やぶどうの生産者のお店の

前には多くの人が試食をして買い求めておられまし

た。私たちもたまごの販売をしました。一番人気は

産卵まもない２Ｓたまご「プチたまご」の袋詰め。

時には行列ができるほどの売れ行きでした。 

今回は、遠赤外線で調理した温泉たまごも販売しま

した。その場で食べれるようにスプーンとカップと

だしをつけた１個売りと３個入りパックの２種類を

用意しました。他のお店でうどんやラーメンを買わ

れたお客様がトッピングとして利用されるケースも

ありました。 

 

 
 

 たまごと飲み物を販売しました。飲み物

の一つに世羅高校と世羅６次産業のコラ

ボレーションで生まれた「世羅っとした梨

ランニングウォーター」（右写真）も販売

しました。この商品も当社の楽天市場でも

取り扱っております。箱根駅伝に出場する

大学陸上部・競走部のＡ校Ｍ校Ｗ校の関係

者からも注文が入ったこともあります。 

 

【本のご紹介コーナー】 

たまごに関することを

１冊の本にまとめてあ

ります。著者は、卵の業

界人ではありません。卵

が好きなのに意外と卵

のことを知らないこと

が多いことに気付いた

ことがきっかけとして

「たまご博物館」という

ホームページを作成さ

れており、今回本も出さ

れました。「たまご博物

館」をネットでご覧下さ

い。情報量の多さに驚かれることでしょう。 

著者 高木 伸一 さん 工学社から出版 

 

【編集後記】 

朝夕は、肌寒さを感じる日がある季節になりました。 

私の大好きなプロ野球も大詰めを迎えております。 

地元の広島東洋カープも１６年ぶりのＡクラスに

入り地元放送局では、優勝したかのように取り上げ

ています。ひいきのチームの勝敗いかんで日々の感

情が左右され続けさせられて○十年・・・・。 

頑張れ！カープ・サンフレッチェ！！！ 

 



平成２５年１０月１０日号 第 3４号 

       発行者 有限会社津口ファーム鶏卵部 

第１回せらマルシェ開催 
秋のイベントが各地で開催されています。ここ世羅町

でも役場の駐車場を利用して今年初の「せらマルシェ」

というイベントが開催されました。世羅で収穫された野

菜や米、果物そしてたまごなど農産物の販売と地元の飲

食店が地元の食材を利用したおにぎりや麺類、どんぶり

物、牛の丸焼きなど味わうことができました。町や関係

者は、先々３か月の１回の割合で開催したいと意気込ん

でおりました。町の産業が農業と観光農園が主体の為、

他県市町村からの集客をし町を活性化する為、世羅町産

業観光課もあの手この手で頑張っておられます。私たち

も収益はともかくそれに協力していこうと思っておりま

す。 

 

秋の味覚「まつたけ」が届きました！ 
毎年取引先様から「まつたけ」の贈り物があります。 

会社でマツタケご飯

を作って一口食べて

みんな、ニコニコ顔

になります。唯一こ

こで食べれる幸せを

感じています。広島

は、まつたけの産地

でありますが、年々

収穫が減ってきてい

るのは、残念です

ね。 

 

 

１人あたり鶏卵消費量 

日本は前年と同じ２位 
 

ＩＥＣ（国際鶏卵委員会）は、９月２２日から２６

日まで南アフリカのケープタウンで会議を開き、各国

が報告した２０１２年鶏卵生産量、消費量、生産コス

トなどをまとめた統計を公表しました。鶏卵消費量は、

ベスト５までは、前年とかわっていませんでした。１

位は、メキシコの３３５個、２位の日本は、３２８個、

以下３位ウクライナ３１４個、４位中国２７４個、５

位ロシアで２６０個となっている。以下６位米国、７

位アルゼンチン、８位デンマーク、９位スペイン、１

０位ハンガリーで２３５個の順。上位３０位まででは、

前年より伸びているところの方が半分以上あるが、日

本は、前年より１個減少していた。 

生産コストは、スイスに次ぐ高い水準になっていま

す。飼料価格が生産コストの６割以上示しますので、

最近の円安で飼料価格の高騰は、大変響いております。

平成２４年の一般的価格は、トン当たり５１，１７８

円、中国は３６，８０６円で、その差は１４，３７２

円となっています。日本は、ＴＰＰ交渉で農畜産物の

行方が気になるところです。日本独自の食文化である

生食文化を守るためには、ＴＰＰがどうであれ守って

いきたいものです。 

 

【編集後記】 

もう１０月中旬なのに、いまだに半袖姿で出勤、ニ

ュースでも各地で真夏日を記録したとか聞きます。

誰かが言っていましたが、日本の四季がなくなって

２シーズンになっているのでは。それはないでしょ

う！ 

１１月５日は、いいたまごの日です。おいしくたま

ごを食べましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成２５年１０月２６日号 第 3５号 

       発行者 有限会社津口ファーム鶏卵部 

ＢＢＱで社内親睦会 

昨年もこの時期に社内でバーベキューを行いました。

食欲の秋ということで世羅牛の肉を沢山買ってきた

つもりでしたが、食欲旺盛な人ばかりでしかもおい

しいので瞬く間に品切れになっちゃいました。炊き

込みごはんや焼きそばを先に出しておけばよかった

と思うのも既に遅し。当社自慢の産みたて卵で目玉

焼きも大変好評でした。 

 

 

この日に、もう一つサプライズがありました。それ

は、還暦を迎えた従事者がおり、彼には内緒でみん

なで真っ赤なちゃんちゃんこの代わりに大好きな広

島カープの真っ赤なウィ

ンドブレーカとみんなで

寄せ書きをした帽子をプ

レゼントしたところ、涙が

こぼれそうな程、たいそう

喜んでいました。 

カープが巨人に負けて日

本シリーズには出られな

かったけれど、１６年ぶり

のＡクラスで満足してい

たみたい           です。 

【世界のたまご事情】 
上位１５か国で世界の７６％のたまごを生産 

ＩＥＣ（国際鶏卵委員会）統計によりますと世界

で一番多く生産しているのは、中国で２４１５万ト

ンで 37％、次いでアメリカ合衆国が５４１万トン、

インドが３４９万トン、そして４位が日本で２４８

万トン、５位メキシコで２４６万トン、６位ロシア、

７位ブラジル、８位インドネシア、９位ウクライナ、

１０位がフランスとなっています。以下スペイン、

トルコ、ドイツ、イラン、イタリアの順でこれで世

界の 76％を生産していることになっています。 

白玉と赤玉の生産割合は、メキシコは 95％、米国

は 93％、カナダは 90％ブラジルは 75％が白玉でア

メリカ大陸では白玉が多くなっています。欧州では、

赤玉が多くその割合は、イギリスは、99％、ドイツ

スペインポーランドで 90％となっています。ロシア

は、白赤は、半々となっています。オセアニアは、

欧州と同じく赤玉市場でニュージーランドでは、

100％、オーストラリアは 98％が赤玉です。アジア

では、白玉が多く、イラン 95％、インド 92％、トル

コ 66％、そして日本は 61％となっています。中国は、

70％が赤玉だそうです。   （鶏鳴新聞より抜粋） 

【編集後記】 

朝夕の温度計が、１ケタを示すようになり、これか

ら山々の木々が色鮮やかになってくる時期です。季

節の変わり目は、健康管理には、気をつけたいもの

です。 



 

平成２５年 11 月１５日号 第 36 号 

       発行者 有限会社津口ファーム鶏卵部 

 

鶏供養 
１１月１４日、近所のお寺さん法泉坊様をお迎えし、

従事者が一同に集まり鶏の供養をしました。勤労感謝

の日に合わせ毎年１１月に行なっています。この日は、

今年一番の寒さで初の氷点下の朝でしたが、日中は穏

やかな日和になりました。 

私たち人間の健康の源としていただく卵を産んでくれ

ているにわとりさん達に感謝する日です。その卵を私

たちが大事に取り扱って新鮮なうちにご家庭の食卓へ

お届けし皆様がおいしく召し上がって頂ければ、にわ

とりさん達もきっと喜んでくれることでしょう。 

    

 

ふんわり卵の 

スフレオムライス 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日朝出勤前にテレビでたまご特集をしていました。 

その中で、これはおいしそうと思ったのが、ふんわ

り卵のオムライスです。 

卵白でまずメレンゲを作ってから卵黄を混ぜて作る

のだそうです。ふわふわ感のする美味しそうなオム

ライスですね。挑戦してみましょう！！ 

呉市場まつり 
呉市にある呉地方卸売市場で２３年ぶりに市場まつ

りが開催されました。日頃は、一般の人が入れない

市場ですが、この日は、沢山の人であふれ活気があ

りました。模擬せりもされてたり、マグロの解体シ

ョー、特産品の販売、海軍さんのカレーなど食べ物

も沢山販売していまし

た。 

最近では、量販店の出店

で小売店がめっきり減

少し、地方卸売市場も活

気がなくなりつつあり

ます。「普段から一般開

放をしては」との意見が

あるそうです。仲卸業者も市場だけでの商売はでき

ないと言うことで地域の飲食店などに直接売り込み

拡売に出向いておられています。弊社の卵も市場の

青果卸さんに納めていますが、呉で消費されずわざ

わざ広島市内まで運んでいるそうです。 

【編集後記】 

暑い日がいつまでも続くと思っていたら、いつのま

にやらストーブが恋しくなって参りました。やっぱ

り秋は短くなっているのかと思います。寒くなると

鍋物やおでんの季節です。たまごの需要期がやって

来ました。と言っても鶏が倍産むわけでもなく、気

ばかりが忙しく感じるのがこの時期です。マイペー

スで頑張ります。 


